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アジア・オープン・フォーラム閉幕

ローバル化の功嘉請譲｜｜グ
「
新
世
紀へ
の
知
的
戦
略」
を
テ
l
マ
に、
長
野
県
松
本
市
で
聞
か
れ
て
い
た
日
台
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
国
際
会
議
「
第
十

二
回
ア
ヲ
ア・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ
ー
ラ
ム」
が
三
十一
日、
閉
幕
し
た。
今
回
で
十二
年
に
わ
た
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
同
フ
オ

T
1
ラ
ム
の
松
本
会
議
宅
は、
三
十一
世
紀
に
向
け
た
国
境
や
文
化
圏
を
越
え
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
す
う
勢」
が
共
通
課
題
と
し

て
取
り
上一
げ
ら
れ、
グロ
ーバ
ル
化
が
も
た
ら
す
経
済・
文
化
的
弊
害
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た。
（
野
口
東
秀）

ア

ジ

ア

の

－
現
状
と
問
題
点

作
家
の
深
田
祐
介
氏
は
ア
ヲ

ア
の
現状
報
告
の
な
か
で
中
国

に
関
し、
「
中
国
は
低
賃
金
で

製
品
を
製
造、
成
長
の
基
醐胞
を

築
い
た。
例
え
ば
昨
年、
世
界

の
観
光
地
の
T
シャ
ツ
を
世
界

人
口
に
匹
敵
す
る
四
十
五
億
枚

を
製
造
し
た」
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
思
恵
に
浴
し
た
と
指

摘
し
た。

ま
た、
イ
ン
ド
のハ
イ
テ
ク

輸
出
に
つ
い
て
深
田
氏
は
「
イ

ン
ド
の
工
業
技
術
は
中
国
を
追

い
ぬ
く」
と
し、
コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト
に
関
す
る
米
国・

シ
リコ
ン
バ
レ
ー
か
ら
の
質
問

に
イ
ン
ド
の
技
師
が
回
答
す
る

流
れ
が
す
で
に
完
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て、
「
ア
ヲ

ア
のハ
イ
テ
ク
向
上
は
世
界
的

な
商
業
活
動
の
主
役
を
演
じ
つ

つ
あ
る」
と
強
調
し
た。

グ
ロ
ーバ
ル
化
の
「
負」
の

側
面
も
議
論
の
対
象
に
なっ

ハ

イ

テ

ク

商

業

の

主

役

に

た。
台
湾
の
政
治
大
学
社
会
学

部
の
陳
小
紅
教
授
は、
「
確
か

に
グ
ロ
ーバ
ル
化
は
世
界
の
す一

文
化
が
安
全
保
障
の
側
面
に

う
勢」
と
し
た
が、
グ
ロ
l
バ一
影
響
を
及
ぼ
す
か
否
か
と
い
う

ル
化
は
環
境
汚
染
を
深
刻
化
さ一
観
点
か
ら
の
識
論
で
は、
東
京

せ
た
ほ
か
貧
富
の
差
を
生
み、
一
財
団
会
長
の
日
下
公
人
氏
が

国
連
の
報
告
書
か
ら
世
界
の
三一
「
文
化
的
親
近
感
地
外
交
に
も

百
五
十
八
人
の
富
豪
の
資
産
が一
防
衛
に
店
直
接・
間
接
に
大
き

世
界
人
口
の
四
五
%
の
総
所
得一
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る」
と

を
上
回
る
現状
な
ど
を
例
に
挙一
位
置
付
け
た。

げ
て
今
後
の
問
題
と
し
て
指
摘一

具
体
的
な
例
と
し
て、
日
米

し
た0

．

一
聞
は
大
衆
レベ
ル
で
文
化
的
な

ま
た
会
場
か
ら
は
「
国
際
通一
親
近
感
が
確
立
し
て
お
り、
日

貨
基
金
（
I
M
F）
に
代
わ
る一
下
氏
は
こ
れ
を
「
文
化
と
安
全

ア
ヲ
ア
版
危
機
対
処
シ
ス
テ
ム一
保
障
（
日
米
安
保）
の
関
係
を

を
創
設
すべ
き
で
あ
る」
と
の一
示
す
好
例」
と
指
摘
し
た。

意
見
が
複
数、
聞
か
れ
た。
こ一

ま
た、
台
湾
の
中
央
研
究
院

の
ほ
か
青
木
保・
政
策
研
究
大一
殴
米
研
究
所
の
林
正
義
所
長

学
院
大
学
教
援
は
「
ド
ル
支
配一
は、
台
湾
を
例
に
とっ
て
「
文

体
制
は
金
融
危
機
が
生
じ
や
す一
化
は
安
全
保
障
に
影
響
を
及
ぼ

く、
グ
ロ
ーバ
ル
化
の
観
点
か一
す
が、
両
岸
（
中
台）
の
よ
う

ら
議
論
すべ
き
だ。
文
化
面
で一
に
同
じ
文
化
で
も
制
度
な
ど
の

も
グ
ロ
ーバ
ル
化
は
伝
統
の
破一
遣
い
で
異
な
る
戦
略
が
生
じ

壇、
モ
ラ
ル
の
低
下、
価
値
観一
る」
と
述べ
た。，・
パd

を
ど
こ
に
求
め
る
か
な
ど
の
課一帽
林
所
長
は
ま
た、
指
導
者
の

題
が
あ
る」
と
述べ
た。

一
個
性
や
教
育
の
背
景
が
も
た
ら

－
文
化
と
安
全
保
障

す
政
策
の
遠
い
も
あ
る
と
し

て、
前
総
統
の
李
登
輝氏
は
安

全
保
障
で
積
極
性
が
み
ら
れ
た

が、
陳
水
扇
総
統
は
マ
ク
ロ
的

な
安
全
保
障
で
な
く
周
到
で
具

体
的
な
防
衛
政
策
を
提
案
す
る

傾
向
が
あ
る
と
分
析
し
た。

じ
か
し
会
場
か
ら
は、
陳
総

統
と
李
登
輝
氏
の
戦
略
性
の
遣

い
は、
選
挙
前
の
立
場
が
異
な

る
だ
け
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
がっ
た
ほ
か、
日
本
の
壇

画
な
ど
の
大
衆
文
化
の
輸
出
が

果
た
し
て
安
全
保
障
に
役
立
つ

の
か
ど
う
か
ー
と
疑
問
の
声
が

あ
が
り
「
文
化
と
安
保」
と
い

う
テ
1
マ
の
難
し
さ
が
浮
き
彫

り
に
なっ
た。

－
l
T
と
経
済
戦
略

「
情
報
技
術
と
ネッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
用」
が
。
勝
敗
の
分
か

れ
目e
と
強
調
し
た
の
は
台
湾

の
中
華
経
済
研
究
院
の
劉
大
年

研
究
員。
同
研
究
員
は
国
際
的

な
知
的
財
産
権
制
度
の
確
立
が

急
控目
で
あ
る
と
し
た
う
え
で

「
違
反
が
あ
れ
ば
容
易
に
対
処

措
置
が
と
れ
る
制
度
の
確
立」

の
必
要
性
を
提
言
し
た。

日
本
側
か
ら
報
告
し
た
東
京

大
学
の
石
井
威
望
名
背
教
授

は、
二
＋一
世
紀
の
グ
ロ
ーバ

ル
化
の
特
徴
と
し
て、
基
礎
技

術
に
関
し
て
「
小
型・
超
高
速

の
電
子
部
品
開
発
の
応
用、
新

材
料
の
開
発」
が
注
日
さ
れ
る

と
述べ
た。
台
湾
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク、
台
湾
総
合
研
究
院
の
捌

泰
英
院
長
は
遺
伝
子
解
明
に
関

し
て
「
病
気へ
の
革
命
的
な
対

処
法
が
出
て
く
る
可
能
性」
を

指
摘、
こ
の
分
野
に
対
す
る
台

湾
側
の
関
心
の
高
さ
を
示
し

た。ロ
年
の
歴
史
に
幕

ア
テ
オ・
オ
ー
プ
ン・
フ
ォ

ー
ラ
ム
は、
東
京
外
国
語
大
学

の
中
嶋
嶺
雄
氏
が
李
登
輝氏
の

総
統
就
任
後
の一
九
八
八
年

に、
日
台
交
流
のバ
イ
プ
を
太

く
し
て
歓
じ
い
と
の
要
請
を
受

げ
設
立
し
た。
翌
八
九
年
六
月

に
第一
回
が
台
北
で
聞
か
れ、

そ
の
後
日
台
で
毎
年
交
E
に
開

催
さ
れ
て
き
た。
李
氏
が
今
年

総
統
職
を
終
え
設
立
当
初
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
曲帽
を

閉
じ
た。
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